平成２７年度新分野・ニッチ市場参入事業化プロジェクト支援事業業務委託仕様書

　
　本仕様書は、大阪府が実施する平成２７年度新分野・ニッチ市場参入事業化プロジェクト支援事業業務（以下、「本業務」という。）を受託する者（以下「受託者」という。）の業務について、必要な事項を定めるものとします。

１　本業務の目的

　　大阪府では、府内ものづくり中小企業が新分野やニッチ市場等へ新たな技術や製品で参入を狙う事業可能性の高いプロジェクトをモデル的に選定し、最終の市場参入の見極め、事業計画の策定、企業連携、外部資源の活用等、事業化までのプロジェクトマネジメントを行い、伴走的に支援することを目的として本業務を実施します。

　　また、本事業の効果検証を行い、事業化支援の効果的な実施方法について提案をまとめ、産業支援機関（商工会議所・商工会、地域の産業振興団体・機関、公設試験研究機関等）等に対し、プロジェクトマネジメントの手法やノウハウなどの成果の普及を図るものとします。

　　　

２　履行期間

　　平成２７年７月１日（水）から平成２８年６月３０日（木）まで

３　委託金額の上限

　　１７，３２５千円（税込）を上限とします。

ただし、各年度における上限額は次のとおりです。

【内訳】　平成２７年度　　１４，２７９千円

　　　　　　　平成２８年度　　　３，０４６千円

４　本業務の内容

（１）業務内容
　①プロジェクトの選定（６件程度）
　　・大阪府が別途事前に公募する成長分野やニッチ市場などの新分野参入事業化プロジェクト（※P4【参考】参照）の中から、本業務の支援対象となるプロジェクトを選定するための基準を設定するとともに、大阪府と協議の上でプロジェクト６件（程度）の選定作業を行う。


　 
②支援計画の策定、実行・管理
・選定した各プロジェクトについて、支援計画（成果指標を含む）を策定する。

・プロジェクトごとの支援計画を実行・管理（開発調査、事業可能性調査・分析を含む）し、
事業化・市場化に向けた事業の推進を支援する。

・支援計画の進捗管理については、臨機応変に見直すなど、事業化目標に達するよう適正に管理すること。


【留意事項】
　　・１プロジェクトに対する支援計画を平成２７年９月～平成２８年６月の期間で策定してください。事前に公募するプロジェクトの分野や内容により支援計画を策定する必要があるため、プロジェクトごとに支援期間や支援予定日数にばらつきが出ても構いません。
　　・以下に掲げる支援項目例については、外部委託等含めた支援計画の提案も可能です。

・必要に応じて守秘義務・知財管理などを踏まえた具体的な支援計画を提案してください。

　　（支援項目例）
	開発調査
	研究シーズの実用化検討、他の技術シーズ発掘・探索、技術の組み合わせ研究　等

	事業可能性

調査・分析
	企業信用調査、技術性能等評価、市場評価、販売力評価、製造評価（生産コスト）、ニーズ把握のためのお試し広告費等

	外部専門家の
活用
	弁護士、弁理士等の士業、クリエイター、コンサルタント　等

	各種データベース等で得られる情報と情報分析
	市場の規模や特色、競合他社の動向、消費者の嗜好の変化など分析加工して提供（地理情報システム（GIS)、検索エンジン最適化　等）


　
　③事業成果に関する報告書の作成・報告会の実施
・各プロジェクトの成果・課題を分析し、報告書を作成する。

・セミナー等で本事業の報告会を実施
　（手法・時期については、ものづくり支援課と随時調整）

（２）運営体制

本業務の運営について、受託者は次の５名の人員を配置して行うこと。ただし、必要に応じてプロジェクトマネージャーを増員することは可能。
専任者を充てる必要はありませんが、本業務を優先的に行える人材を充ててください。

　　　なお、大阪府から業務に関する問い合わせを行うことがあるので、随時対応できる体制を整備すること。
	　　人員
	想定する条件
	担当業務

	統括マネージャー

（１名）


	大手・中堅企業、大学、産業支援機関等でプロジェクト管理業務のリーダー的ポストに従事した経験のある者又はそれに準じたノウハウ・資質を有する者で、プロジェクト管理に精通している者であること
	プロジェクト総括

・事業化案件の統括管理（選定、設計、運営、進捗管理、必要となる調査の決定等）

・プロジェクトマネージャーの統括、全体管理・記録

・案件のフォロー及び集約

・報告書の作成

	プロジェクト
マネージャー

（４名）


	ものづくり中小企業に関する知見及び特定の業界、技術開発、商品開発、マーケティング、ＩＴ、知財管理など必要とされる専門分野について、複数の知見を有する者で、当該業務を実施するノウハウ・資質を有する者であること
	プロジェクトマネジメント

（伴走型支援）

・担当プロジェクトの実施
（支援計画（成果指標含む）の策定、運営、調整、進捗報告　等）

・担当プロジェクトの事業成果の検証、分析


　　
　

５　委託事業の一般原則

（１）支援先企業に対しては、常に懇切で誠意ある態度で接するよう心がけ、その意思や主体性を最大限に尊重するものとする。
（２）業務の遂行に当たっては、支援先企業及びその関係者のプライバシーの保持に十分配慮するとともに、業務上知り得た個人情報を紛失し、又は業務に必要な範囲を超えて他に漏らすことのないよう、万全の注意を払うものとする。

また、他の機関等に支援先企業又はその関係者の個人情報を提供する際には、個人情報保護に係る法令等に準拠した手続により行うとともに、当該機関等との間で個人情報の保護に関する取り決めを交わすなど、適切な措置を講じるものとする。
（３）業務の遂行に当たっては、常に公正かつ中立的な姿勢を保つことを心がけるものとする。

（４）本事業の実施で得られた成果、情報（個人情報を含む）等については大阪府に帰属する。

（５）本仕様書にあらかじめ定められた業務を除き、事業の再委託は原則禁止とし、必要が生じた

　　場合は大阪府と協議のうえ決定する。

６　委託事業の運営

（１）受託者は、人員に対し、その身分を証する書類を発行し、人員がその業務を行うときは、人員に同身分証を携行させ、必要に応じて、関係機関の人員等に対して、これを提示させるものとする。
（２）受託者は、人員、設備、備品及び会計に関する諸記録を整備し、各会計年度終了後５年間保存するものとする。
７　委託事業の実施状況の報告

　　受託者は、契約締結後、毎月、委託事業の実施状況を書面により、大阪府に報告するものとす

る。

８　その他

　委託事業を実施するにあたり、本仕様書に明示なき事項及び疑義が生じた時は、大阪府と受託者で協議の上、業務を遂行する。

【参考】大阪府が実施する支援プロジェクトの公募について

大阪府において、本事業の実施に先立ち、平成２７年度新分野・ニッチ市場参入事業化プロジェクト支援事業の支援先となる企業が実施するプロジェクトの公募を行います。

受託者は下記公募分野から６件（程度）のプロジェクトを選定してください（必ずしも下記全分野から選定する必要はありません）。
・実施者：大阪府

・公募時期：平成２７年４月１０日（金）～５月１１日（月）
　　・公募するプロジェクトの分野：次に示す３分野

	公募分野
	　　　　　　　　　　　内容

	ニッチ市場開拓分野
	潜在的な需要があるにもかかわらず他社が気付かない市場又は市場規模が小さいため参入しない隙間となっている分野へ展開するプロジェクト

	高効率・省力化市場開拓分野
	従来の技術・製品を著しく凌ぐ機能・効率化・省力化等の新技術・新製品を活用して、既存市場に参入するプロジェクト

	新技術・技術応用市場開拓分野
	新技術・新製品あるいは従来技術・製品を他分野に展開することによって、新たな市場を創造するプロジェクト


【提案事項】


・事業化・市場化につながるためのプロジェクトを選定する際は、高い事業化可能性、


市場インパクト、ビジネスモデルの新規性、波及性、プロジェクト実施企業の事業


執行体制、社会課題の解決につながるかといった観点等、必要な項目を設けること


とし、それぞれについて客観的に点数化できるような指標を作成し、提案してくだ


さい。





【提案事項】


・提案者自らが有するプロジェクト支援ノウハウを踏まえ、支援計画に盛り込む「支援項目」と各プロジェクトについて、提案者がめざす市場化・事業化の段階を示すなど「事業化の到達目標」を提案してください。


・支援項目については、下欄の支援項目例や、過去に実施した手法、ヒアリングなどを交えた課題の抽出・明確化の手法など、具体的に実現可能な手法を提案してください。


・プロジェクト実施企業等と受託者が派遣するプロジェクトマネージャーとの役割分担を踏まえた具体的な支援計画を提案してください。


・支援計画を実行する際に、受託者が投入可能なノウハウや利用可能な外部資源（例：


大学・研究機関、公設試験研究機関、国・府・市町村などの官公庁、地域の産業支援機関、民間企業、ＮＰＯ法人、外部有識者等）との連携方策を提案してください。











【提案事項】


・各プロジェクトの実施を踏まえ、プロジェクトの成果と課題の分析手法、プロジェク


トマネジメントの有用性、支援人材に必要なノウハウ・資質、外部資源の活用のあり


方など、報告書の構成などについて提案してください。








【提案事項】


・上記を踏まえて、本業務を実施するために必要となる運営体制について提案してくださ


い。


　※上記５名の候補予定者がいる場合は、経歴等具体的に提案してください。
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